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平成19年（2007年）能登半島地震による大阪市立大学構内5階建RC構造物で観測
された地震動とひずみ

Observed data of seismograms and strain at a five - storeyed RC building at Osaka City
Univ. by the 2007 Noto Hanto Earthquake
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　大阪市立大学にある 5階建て RC構造物において地震観測を実施している．地震計を 1階と 5階とに設置している
だけでなく，1階 RC柱部にひずみセンサーを埋め込み，地震時の本建屋柱部におけるひずみ観測も実施している．
　これまでにも大阪周辺で発生した地震による地震波形記録は録れていたものの，本 RC柱部のひずみが観測された

ことは無かった．平成 19年（2007年）能登半島地震にて初めて地震記録とあわせて本柱部のひずみが記録された．観測
地点における地盤との関係を含め，地震動と本 RC柱部におけるひずみとの関係について報告する．


